








競 子 か ら 犬 員 埼 へ 向かう 
シー サイ ド ト レ イン 





千葉 県 を 代表 する ロー カル 線 、 銚 子 電鉄 。 
レト ロ で モタ ン 、 
る し の に か ん ステ ャ ー ミ アグ 。 
お 百 油 し み し み の 「 ぬ れ 煎 」 で も 有名 で す 。 


メル ヘン チッ ク な 駅 舎 と 
個性 的 な オリ ジ ナ ル グ ッ ズ が 交 力 


銚子 駅 を 起点 と し 、 終 点 の 外川 駅 まで 6.4km、10 駅 を 約 19 分 で 結ぶ 銚子 電鉄 。 

昭和 の 香り が 漂う レト ロ な 雰囲気 の 路線 で す が 、 多 子 電鉄 が 多く の 人 を 惹き つけ る の は 、 単 
に レト ロ な だ け で な く 、 ち ょ っ と 垢抜け て 、 洗 練 さ れ た エッ セン ス が と ころ どこ ろ に 見 え 隠 れ 
し て いる か ら で は な いで し ょ うか が 。 駅 ご と に コン セプト が 異な る メル ヘン チッ ク な 駅 舎 、 個 性 
的 な を オリ ジ ナ ル グ ッ ズ に は 、 鉄 道 マ ニア な ら ず と も 心 を くす ぐら れる も の が あり ます 。 

地域 の 人 の 生活 の 足 と し て な く て は な ら な い 存 在 で ある こと は も ちろ ん で す が 、 治 線 に は 、 
飯沼 観音 や 、 君 ヶ 浜 海岸 、 海 鹿島 海水 浴場 、 レ ジャ ー ス ポッ ト と し て 名 高い 犬 咲 埼 を 捧 す る た め 、 
観光 路線 と し て も 人 気 で す 。 


未 箇 有 の 危機 を 救っ た 
鉄道 マン と 鉄 フ ァ ン の 心意気 


の どか に 走る 銚子 電鉄 に は 、 実 は ば さまざま な 立場 の 人 の 思い が 詰まっ て いま す 。 

銚子 電鉄 の 経営 権 は 、1990 (平成 2) 年 に 京成 電鉄 系 の 千葉 交通 か ら 内 野 屋 工務 店 に 議 渡 さ 
れ 、 同 社 が 子会社 「 銚 電 恒 産 」 を 設立 し て 銚子 電鉄 は 銚子 恒 産 の 子会社 と な り ま し た 。 
と こと ころ が 、1998 (平成 10) 年 に 銚子 恒 産 が 倒産 。 さ ら に 、2006 (平成 18) 年 に 前 社長 が 横 
師 容 疑 で 逮捕 。 1 億 円 を 超え る 前 社長 の 個人 的 な 借財 を 会 社 が 背負 うこ と に な り ま す 。 

社員 全員 が 給料 を ギリ ギリ まで 削っ て 鉄道 事業 を 続け て いま し た が 、 保 守 点検 の た め の 費 用 
が 失 出 で きず 、 運 輸 局 よ り 老 朽 化し た 施設 の 改善 命令 が 出さ れ て し まう と いう 危機 的 な 事態 に 。 
も は や 鉄道 事業 の 継続 事態 が 危う く な り 、 会 社 は 絶 体 絶命 の ビ ピンチ に 陥り ます 。 

そん な な か 同年 11 月 に 銚子 電鉄 の ウェ ッ ブ サイ ト に 掲載 され た の が 「 電 車 修理 代 を 稼が な 
くち ゃ 、 い け な い ん で す 」 と いう 一 社員 の 悲痛 な メッ セー ジ で す 。 

この メッ セー ジ は 、 巨 大 掲示 板 の 「2 ちゃ ん ね る 」 な ど で 話 題 を 呼び 、「 銚子 電 鉄 を 救う た め 
に 、 同 社 が 副業 で 生産 し て いる ぬれ 煎餅 を 買お う 」 と いう 運動 が 盛り 上 が り 、 了 煎餅 の 注文 が 殺到 。 
な ん と か 、 法 定点 検 実施 の た め の 資 金 を 確保 する こと が で きま し た 。 

一 方 で 、 銚 子 電鉄 存続 の た め の 署 名 も 実施 され 、 銚 子 市 の 人 口 | 75.000 人 を 上 回 る 、90,000 
人 以上 の 帳 名 が 集まっ た そう で す 。 

現在 も 銚子 電鉄 で は 、 新 型 車両 (中 古 改造 ) の 導入 を 目的 に 、「 ぬ れ 煎 餅 」 事 業 の 拡大 を 目指 
し て 奮闘 中 。 

満身 創 靖 の 小 ち ゃ な 鉄道 で す が 、 そ の 鉄道 を 愛し て 止ま な い 鉄 道 マ ン や サポ ー タ ー の こと を 
思う と グッ と 胸 が 熱く な り 、「 ガ ン バ レ ! 銚子 電鉄 ! 」 と エー ル を 送ら ず に は いら れ ま せん 
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香ばし い お 牡 油 味 は 銚子 な ら で は _ 
| は 、1995 (平成 7) 年 。 鉄 道 事業 の 赤字 を 少し で も 補 


』 大 ピン チ を 救っ た ほか 、 現 在 で も 本 業 の 鉄道 事業 の お 








4 呈 本線 の 終点 で 、 誠 子 電 久 の 起点 
ャ ーー の 贅 ーー ジ JR 総武 線 銚子 駅 の 2 番線 
- の 先端 に ある 銚子 電鉄 の 銚 
子 駅 。1991 (平成 3) 年 8 


月 竣工 の オラ ンダ 風車 を 機 


個 上 に 建ち 、 こ れ か ら ス ター 
介 ト す る ロー カル 線 の 旅 の 気 
分 を 盛り 上 げ て くれ ます 。 


す ・ Li ぼ 。 9 ー 
ト か ONE ーー 半 に Ti 電 ] で 





有数 の 水揚げ 量 を 詩 る 銚子 漁 “ 
多 子 漁港 は 水揚げ 量 も 全国 屈指 で す が 、 稚 れる 魚の 
年 類 の 多 さ も ピカ イチ 。 イ ワシ ジ 、 サ ンマ 、 サ バ 、 マ グ 
ロ な ど が 水揚げ され ます が 、 な か で も イワ シ は 日 本 全 
国 で 水揚げ され る 魚の 約 半分 を 占め る ほど 。 港 の 前 に 四 
建つ の が 銚子 の 台所 、 魚 市 場 。 早 朝 に 行け ば 、 水 揚げ 
風景 や 市 場 で の 威勢 の よい セリ の 様子 を 見 学 で きま す 。 





銚子 漁港 
較 URL : ーー ChoshI- yo9o jjD 
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し っ と り し た 食 感 と 、 香 ば し い お 泊 の 味 が クセ に 
な る 「 ぬ れ 煎 餅 」。 銚 子 電鉄 が ぬれ 煎餅 を 作り 始め た の 





お うと 、 鉄 道具 が 出し た アイ ディ ア が きっ か け で し た 。 
「 副 業 」 と し て 始め た ぬれ 煎餅 事業 で す が 、2006 年 の 」 





よそ 2 倍 の 収入 を 稼ぎ 出し て いる と いう の で すか ら 篇 ーー 
き で す 。「 ぬ れ 市 」 の 特 泊 だ れ は 、 促 ノ 町 駅 の 目 の 前 に 本 社 と 工場 が ある 、 ヤ マ 
| サ 押 油 (1645 年 創 業 ) の 「 ぬ れ 煎 餅 専 用 器 油 だ れ 」 を 使用 し て いる そう で す 。 





1 導 C3Y す もう 胃 





上 江 電 の 前 に ある 名 電鉄 の 踊 


ヤマ サ 醤 油 工場 の 目 の 前 に あり 、 ど こと な く お 習 
油 の 燕 り が 漂う 仲ノ 町 駅 。 や や 古び た 駅 舎 で 一 見 、 

| 無人 駅 の よう な 気 も し て し まい ます が 、 本 社 事務 所 、 
ョ ーーーーーー コ 車両 検 修 場 、 保 線 区 、 電 気 区 が ある 、 れ っ き と し た 
銚子 電鉄 の 中 枢 駅 。 こ の 仲ノ 町 駅 で は 、「 ぬ れ 前 餅 」 
を 購入 する こと が で きま す 。 銚子 市 内 の 土産 物 店 や 
犬 咲 埼 に ある 銚子 電鉄 の グッ ズ シ ョ ッ プ で も 購入 す 
る こと は で きる の で す が 、 ま る で テレ ビ ド ラマ の 

| 時 セッ ト の よう な 昭 
和 チ ッ ク な 駅 の 事 
務 所 で 買う 「 ぬ れ 
時 取 館 」 は また 格別 。 
ME 情 守 満 点 で 、 お す 
請 すめ で す 。 
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スイ ス 登 山 鉄道 風 の 駅 合 と た い 焼 き 

スノー ホワ イト と パス テル 
グリ ー ン が 爽やか な スイ ス 登 世 
明度 3 間 上 」 伯 道 周 の 駅 舎 が 印象 的 で す 。 RS 
6: 敵 較 |) ぜひ 食べ た い の が 、 駅 の な か で 販売 し て いる た い 焼き 。 
見 た 目 は ご く 普 通 の た い 焼き な の で す が 、 銚子 電鉄 直営 の 
較 た い 焼き 屋 さん の た い 焼き だ と 考え る だ け で 、 不 思 議 と 特 
引 な 味わい が …。 だ か ら で し ょ うか 、 観 光 客 を は じ め 、 通 
因 | な の 学生 に 人 気 の 観音 名 物 に な っ て いま す 。 


1 』 W kssoN ! | | 駅 か ら 歩い て 5 分 ほど の 場所 に あ 
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イイ 計 唱 る の は 、 駅 名 の 由来 に も ちな っ て いる 、 SS と 
還 8 飯沼 観音 (飯沼 山 円 福 寺 )。 漁師 の 旨 還 語 語 靖 寺 

レ 2 間 の 林 の か っ た 本 航 音 を ど 神体 と す 回 

レラ / 人 計る こと か ら 、 深 迷 関 係 者 の 厚い 信人 
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を 集め て いま す 。 


|  。 王 還 = ェ ー ーー エー ーー コー 
F 世 - 王 層 F. 本 』 押 呈 PP mm 記 


| 【5) ! = ーー 『 宇 。 PL 主 Wi 人 て メ 1 と 但 | ] 
hw 立 - 上 に 款 圭 LT そ 」 lb 上 gi 1 ロコ La ーー 





クイ ズ に よく 出る 難読 駅 名 の ひと つ 


銚子 電鉄 で 唯一 、 電 車 
が 交換 する 中 間 駅 。 

お し ゃ れ な 銚子 駅 や 観 
音 駅 と は ひと 味 違う 、 木 
造 平屋 造り の 駅 舎 が 、 な 
ん と も えい な い 老 惑 を 醸 
し 出し て いま す 。 駅 村 内 で ( 
に は 変電 所 が あり 、30 こ ー-: 頃 
0 kW シリ コン 和 整流器 1 生還 
台 で DC600 ボ ルト を 請 請 謗 呈 
電車 線 に 供給 し て いま す 。『 周 、 吐 

FUNKYMONKEYBABYS 。 
の 「 恋 の 片道 切符 」 の プロ モー ショ ン ビ デオ に 登場 し た の 
は この 駅 で す 。 





周辺 に は 黒 生 漁港 を 擁する 黒沼 海岸 が あ 
り 、 海岸 に は 大 小 無 数 の 岩礁 群 が あ り ま す 。 





8 西海 鹿島 (に し あし か じ ま ) 駅 


















































対人 久 で ー 秋 知 所 

1970 (昭和 45) 年 に 、 周 辺 
の 住宅 増加 に と も な い 住 民 か ら 
の 要望 で 開業 し まし た 。 次 の 海 
鹿島 駅 まで は 、 わ ず か 400m で 
す 。 

銚子 駅 を 出発 し 、 西 鹿島 駅 付 
近 ま で 来る と 、 周 り に は キャ ペ 
ツ 畑 が 多く な り 、 儀 調 銚 子 電鉄 
らし い 風 景 に な つて きま す 。 










明 ひっ そり と し た 無人 駅 で す 
を 敵 が 、 関 東 地方 最 東端 に 位置 す 
組合 る 駅 と いう 、 プ レシ ャ ス な ス 
29 粒 放 テイ タス を 誇る 海 鹿島 駅 
: 駅 周辺 を 散策 する と 、 海 の 
近い 風光 明 婚 を な エリ ア と いう 
ee 明治 ・ 大 正 ・ 
上 旋 謗 譜 中 利 初 期 を 通じ て 多く の 文人 
請 記 還 国 が 逗留 し て いた 理由 が 分 か る 
よう な 気 が し ます 。 
残念 な が ら 、 現 在 で は 別 培 
を 。 地 や 保養 地 と し て 華やか な り し 頃 の 面 更 は あま り 残っ て いま 
の | せん が 、 文 学 碑 が 各所 に 点 在 し 、 往 時 を 人 ぶ と と が で きま す 。 
隊 記 洛 島 駅 で 途中 下車 し て 、 人 銚子 の 生ん だ 文 国 木田 独歩 の 百 
較 較 謀 を 始め 、 竹 久 夢 路 、 小 川 芋 銭 、 尾 崎 末 堂 な ど 、 銚 子 ゆ か り の 
文人 達 の 文学 碑 の 巡り を 楽し し で みて は いか が で し ょ うか 。 





を お 「 妥 ーー Ps 


林田 独歩 の 





た =E コ 。 お 『 エ キッ ェ ピ リュ 双 癌 
1 8 / 一 aP 硬 に と エコ しい 守 が すず 1 ャ * 守 . コ す 『 
に LL 3 


白砂 青松 の 風光 明 婚 な 海 央 

か つて は 、 誠 旋 門 を 模 し た 白亜 の ゲー 
ト が あっ た 君 ヶ 浜 駅 。 現 在 ゲ ー ト は 取り | 
壊さ れ 、 支 柱 だ けが 静か に 企ん で いま す 。 | 





ee 海岸 。 周辺 は 「 し お さい 人 \ 園 」 と し て 整備 され 、 海 
DS 上 カ の 骨 策 が 楽し め る 絶好 の スポ ッ ト と な っ て いま す 。 








《) 犬 史 (いぬ ぼう ) 駅 
見 どこ ろ 満 載 の 観光 拠点 駅 















犬 咲 埼 や ヤマ リンパ ー ク 、 ホ 
テル や 旅館 を 振 す る 多 子 観光 
の 拠点 だ け あ っ て 、 駅 は 銚子 
鉄道 の な か で 最も 大 きく 広い 。 
# 曰 を 基調 と し 、 絵 タイ ル の 貼 
| られ た ポル ト ガ ル の 宮殿 風 建 
筐 の 駅 舎 と 駅 前 広場 は 、 ゴ ー 
3 ジャ ス で 美しく 、 訪 れ た 人 を 
夢見 心地 に させ て くれ ます 。 


駅 舎 内 で は 、 金 子 電気 鉄道 の 各種 鉄道 グッ ズ 、 記 念 切符 、 硬 皿 
半 入 場 券 ・ 乗 車券 、 地 元 名 産品 や 駅 井 な どの 土産 物 の 他 、 和 名物 
の 「 銚 電 の ぬれ 煎餅 」 が 実演 製造 ・ 販 売 さ れ 、 観光 客 や 鉄道 ファ 
ン の 人 気 を 集め て いま す 。 


銚子 に 来 た ら ハズ せな い 犬 咲 観光 へ 

鉱 子 を 出発 し て か ら 8 駅 19 分 で 犬 吹 へ 。 海 まで は 徒歩 で 10 分 あま り 。 関東 最 東端 に 位置 す 
る 太平 洋 に 大 きく 突き 出 た 岬 の 突端 に ある 犬 咲 で は 、 荒 波 が 打ち 寄せ る 雄大 な 眺望 を 望む こと 
が で きま す 。 大 吹 エ リア に は 、 り 立 つ 曰 亜 の 秦 咲 埼灯 台 や 、 イ ルカ ヤ ア ンカ の 
ショ ー で 人 気 の 犬 咲 埼 マリ ン パ ー ク 5 
な ど が あり 、 一 日 中 楽し め ま す 。 





犬 埼 灯 画 住 所 : 銚子 市 犬 史 埼 9576 
大 史 埼 マリ リン パー ク 較 H : http7/www16.ocn.nejjp/inuboo 


戸川 (と が わ ) 駅 





情緒 あふ れる 石 畳 と 坂道 の 漁村 
時 代 を さか の ぼっ た よう な 古い 木造 の 駅 舎 が 
味わい 深い 外川 駅 は 、 銚 子 電鉄 の 終着 駅 。 
周辺 は 静か な 漁村 で す が 、 漁村 らし い 風 景 と 、 
眼下 に 太平 洋 を 見 下ろ す よ うに 形成 され て いる 
石 早 と 坂道 が 多い 風情 ある 町 並み は 、 今 で は 稀 
少 。2007 (平成 19) 年 に 日 経 新聞 の 「 訪 れる 
価値 の ある 駅 10 駅 」 に 選ば れ て いる ほか 、 テ 
レビ 朝日 系 々 モリ 倶楽部 「 鉄 道 企画 三ツ星 ス 
テー ショ ン 」 で も 紹介 され まし た 。 ンク 1 
銚子 電鉄 の 前 身 で ある 銚子 鉄道 設立 の 目的 の 加 
ひと つ は 、 外 川 湾 港 で 水揚げ され た 魚 を 運ぶ こ 重層 
と に あり まし た 。 戸川 漁 港 は 、 江 戸 時 代 に 紀州 半 
の 崎山 治郎 右 衛門 に よっ て 築 か れ た 港 で す 。 海 衣 
難 に 遭っ た 紀州 広 村 の 崎山 治郎 右 衛門 は 、 飯 沼 
村 ( 現 飯沼 町 )、 高 神村 ( 現 外川 町 ) の 人 々 に 
助け られ 、 そ の 恩返し に と 寛永 年 間 (1624 > 
1644) に 、 故 郷 か ら 140 人 も の 漁師 を 呼び 寄せ 、 
漁業 技術 の 伝承 と 漁港 建設 に 尽力 し まし た 。 そ の こと が 戸川 漁港 の は じ ま り で ある と の 記録 が 
本 本 頭 7% つ て いま す 。 
タイ 
し 人 NNN と 2 gg225e や ヒラ メ の 釣り 
NN 開元 で も ある こと 
ニン ンチ テー か ら 、 町 に は 民 
宿 や 船宿 も 多く 、 
週末 と も な れ ば 
太公望 た ち が 釣 
り 竿 を 担い で 訪 
れ ま す 。 
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GrnLhr 
味噌 の よう な 、 

角 油 の よう な … 2 
「 ひ し お 」 を 知っ て ます か ? e。 es 当 


知る 人 ぞ 知 る 銚子 土産 の ヒッ ト ア イ テ ム が 銚子 山 十 の 「 ひ 菩 
志 お 」 で す 。 大豆 と 大 麦 か ら 作 られ た 発酵 調味 料 「 ひ 志 お 」 
は 、 形 状 は 味噌 の よう で す が 、 味 や 風味 は どちら か と いう っ Aa 
と 醤油 に 近い よう な …。 温 か い ご 飯 に その まま の せ て 食べ ニニ 
て も 、 固 形 醤油 の 感覚 で 生野 菜 や 豆腐 に つけ て も 美味 。 トー スト に バタ ー と 「 ひ 志 お 」 を 
ひと 塗り … 意 外 で す が 、 か な り イ ケ ま す 。 ぜ ひ お 試し を ! 

久 子 山 十 一 HP : http//wwwrhishio.co.jp 















一 銚子 電鉄 編 一 
義経 を 慕い 嘱 え 続け る 【 犬 咲 埼 (いぬ ぼう さき ) 】 


鎌倉 初期 、 兄 の 源 頼朝 に 追わ れ 、 奥 州 に 逃げ る 途中 この 地 に 立ち 寄っ た 源義 経 は 愛犬 「 若 
丸 」 を 残し て 奥州 へ と 向かい ます 。 海岸 に 残さ れ た 若 丸 は 、 主 人 で ある 義経 を 慕っ て 7 日 
7 番 咲 え 続 けた た め に 「 犬 咲 」 に な っ た と いう 義経 伝説 が 残っ て いま す 。 銚子 の 海 に は 、 
若 丸 が 咲 え 続 け て 岩 に な っ た こと か ら 付 けら れ た 「 犬 岩 」、 義 経 が 1000 騎 の 兵 と と も に 
立て こも っ た こと か ら 付 けら れ た 「 千 騎 ケ 岩 」 が あり ます 。 


見 た まん まお 銚子 【 銚 子 (ちょ うし ) 】 


名 子 は 、 も と も と は 地名 で は な く 、 利 根 川 の 河口 を 指す 名 称 で し た 。 江戸 時 代 初 期 の 
1600 年 代 に 、 利 根 川 河口 の 地形 が 酒 器 の お 銚子 に 似 て いる こと か ら 、 河 口 を 銚子 と 呼ぶ よ 
うに な っ た そう で す 。 周辺 は 、 固 有 の 村 名 を 持つ いく つか の 村々 で 構成 され て いま し た が 、 
間 単 な 呼び 名 「 人 銚子 」 が 、 河 口 和 名 に と ど ま ら ず 、 地 域名 と し て 幅広 く 使 われ る よう に な っ 
た よう で す 。 





ー 銚 子 電鉄 編 一 
漁師 が 海中 か ら 引 き 上 げた 漢音 様 【 観 音 (か ん の ん ) 】 


飯沼 観音 ある い は 銚子 観音 と し て 親しま れ て いる 「! 飯 治山 円 福 寺 」 が 近く に ある こと か ら 
この 駅 名 が 付け られ まし た 。 伝説 に よれ ば 、 神 亀 5 (728) 年 に 土地 の 漁師 が 、 海 中 か ら 
長 さ 2 尺 祭 り 、 周 囲 1 尺 ほど の 麗 瑞 (めのう ) 石 を 抱え た 十 一 面 観音 像 を 引き 上 げ 、 と これ 
を 安置 し て 草堂 を 建て た の が 寺 の 始ま り と いわ れ て いま す 。 江戸 期 に は 全国 か ら の 参 語 の 
信者 が 集まり 、 銚 子 の 市 街 は この 寺 の 門前 町 と し て 形成 され まし た 。 


か つて は アシ カ の 群れ が … 【 海 鹿島 ( ぁ 1 


明治 30 (1897) 年 頃 ま で 、 ア シカ が 生息 し て いた 論議 
0: 肖 0 
捕獲 を 禁止 し て いた こと か ら 、 多 い 時 に は 200 て 


300 頭 も の アシ ジ シカ が いた と いわ れ て いま す 。 近代 に 
入る と 乱獲 が 行わ れ 、 ア シカ は 姿 を 消し 、 現 在 で は 
その 次 を 見 る こと は で きま せん 。 





この 駅 が 存在 する の は 笠 上 町 で 、 開 業 当時 は 笠 上 駅 
で し た が 、 す ぐに 笠 上 黒 生 駅 に 変更 され まし た 。「 黒 生 
議 互 」 の 生産 地 で あっ た 隣 の 黒 生 町 が 、 こ の 駅 か ら 瓦 を 

MM 隊 剛 輸出 荷 する こと を 考 虎 し て の 変更 だ っ た よう で す 。 黒 生 
町 か ら 出土 し た 黒い 土 を 使っ て 焼く 瓦 を 「 黒 生 瓦 」 と 
| いい 、 か つて この 地域 は 日 本 有数 の 瓦 の 生産 地 で し た 。 





な ん だ か と て も ロマ ン テ ィ ッ ク 【 言 ケ 浜 (きみ が は ま ) 】 

以前 は 邑 が 発生 する こと が 多く 、「 親 が 浜 」 と 呼ば れ て いた の が 、 時 を 経て 君 ヶ 浜 と 呼 
ば れる よう に な っ た よう で す 。「 待 て ど 暮らせ ど と ぬ ひ と を 」 で 始ま る 竹久 夢 二 の 詩 「 骨 
待 草 」 は 、 て この 地 で の で きど ご と が ベー ス に な っ て いる と も いわ れ で て いま す 。 


